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　マウス Cables は2000年にマウス胎児脳から、神経細胞の分化に関わる新規タンパクとしてクローニングさ

れた。ヒト Cables については2004年に発表者が世界で最初に完全長 cDNA のクローニングに成功した。

　ヒト Cables の基本機能を明らかにする過程で、Cables は細胞増殖の抑制作用を有すが、発現量が多いとア

ポトーシスを誘導する現象を確認した。また、Cables がヒトの卵巣がんや大腸がん等で発現が低下している

ことをすでに報告した。培養細胞を用いた実験では Cables がアポトーシスを起こす事実より、暴走化した細

胞で Cables がアポトーシスを誘導し、細胞を自ら死滅させがん抑制に関与しているとも推察出来る。

　本研究では卵巣がん由来培養細胞を用い、Cables が関与するアポトーシスへの作用を明らかにすることを

目標として開始した。

【方法】異なった種類の卵巣がん由来培養細胞を理化学研究所より承諾を得て５株を入手し、本学にて細胞培

養環境を整え培養した。Cables の導入もしくは遺伝子干渉による発現抑制に用いる細胞を選択するため、そ

れぞれの細胞における Cables タンパク量をウエスタンブロット法にて確認した。

【結果】細胞の継代頻度は細胞の成長速度の目安になるが、細胞継代が１週間に一度と、細胞成長が最も遅い

細胞で Cables タンパク量が最も高かった。その他の細胞では Cables タンパク発現は低く、特に一つの細胞

ではウエスタンブロット法では検出が出来ないほど、Cables タンパク発現は低かった。

【考察】株化細胞で Cables タンパク発現をある程度有す細胞を得ることは困難であるが、本実験では成長が

特に遅い細胞で Cables タンパク発現量が高いことを確認出来た。この結果は Cables が細胞増殖の抑制作用

を有すとの報告と一致しており、この細胞を Cables 陽性対照細胞として用い今後は Cables 抑制実験を行う

事が出来る。

　また、入手した他の４つの細胞では、発現量に差異があるものの Cables タンパク発現量が全て低い。今後

これらの Cables 低発現細胞に Cables を導入し、発現量による成長速度の遅延や過剰発現によるアポトーシ

スへの感受性などを明らかにし、Cables とアポトーシスの関係を明らかにしてゆきたい。
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